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第5回「あい・こい」交流文化祭
２月 26日、日原山村開発センターで開催さ

れた「あい・こい」交流文化祭。
今年で 5 回目の開催を向かえ、毎年多くの町

内の方に好評となっています。
センターの各場所には町内のいろんな団体の

展示作品などが並べられ、大ホールでは午前
10 時からおよそ 5 時間にわたり迫力のステージ
イベントが行なわれました。



31
項
目

実施年度・金額効果（千円・％）
H18 H19 H20 H21 H22 合計

目標 74,785 195,862 198,887 216,163 236,964 922,661
実績 83,040 190,840 204,104 198,060 240,185 916,229

達成率 111.0 97.4 102.6 91.6 101.4 99.3

１

2

3

事務事業の見直し　文書管理システムの再構築や事業の見直しなど９項目に取り組みます。

組織機構の見直し　地方分権に向けた体制の整備と行政手続等の簡素化と迅速化によるサービス向上に取り組みます。

定員及び給与の見直し　職員給与の適正化や人事評価システムの導入など６項目に取り組みます。

項目（担当課）
実施年度

H23 H24 H25 H26 H27
①文書管理システムの再構築（総務財政課） 実施 ⇒
②電子決裁システムの再構築（総務財政課） 実施 ⇒ ⇒
③公用車修繕等管理の徹底
（総務財政課・公用車を所有している課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

④会議時間の短縮（地域振興課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒
⑤ごみ収集方法の見直し（環境生活課） 実施
⑥行政評価制度の導入による事務事業の見直し（まちづくり政策課）実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
⑦情報システムの共同利用（総務財政課） 検討 ⇒ ⇒ 実施
⑧定住奨励金交付事業の見直し（地域振興課） 検討 実施 ⇒ ⇒
⑨住宅管理の業務委託（建設課） 実施 ⇒ ⇒

項目（担当課）
実施年度

H23 H24 H25 H26 H27
①職員給与の適正化（総務財政課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
②特別職給与の抑制（総務財政課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
③時間外勤務の抑制（総務財政課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
④定員管理計画（総務財政課） 検討 実施 ⇒ ⇒
⑤嘱託・臨時職員の削減（総務財政課） 検討 ⇒ ⇒ 実施
⑥人事評価システムの導入（まちづくり政策課） 試行 ⇒ 実施 ⇒ ⇒

項目　（担当課）
実施年度

H23 H24 H25 H26 H27
①組織の統合・再編（総務財政課） 検討 実施 ⇒ ⇒

津和野町の行財政改革
津和野町行財政改革大綱実施計画及び集中改革プランの総括と第２次津和野町行政改
革大綱実施計画についてお知らせします

【お問合せ先】まちづくり政策課☎74-0096

津
和
野
町
行
政
改
革
大
綱
実
施
計

画
及
び
集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
、
平
成
18

年
度
か
ら
平
成
22
年
度
ま
で
の
5
年

間
を
推
進
期
間
と
し
て
、
行
財
政
基
盤

の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
策
定
を

し
た
も
の
で
す
。

改
革
意
識
の
共
有
、
効
率
的
・
安
定

的
な
行
財
政
の
確
立
、
住
民
参
画
を
行

財
政
改
革
の
基
本
方
針
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
行
財
政
改
革
の
経
緯
と
実
情
、

合
併
協
議
の
経
過
を
踏
ま
え
、
合
併
協

定
項
目
の
検
証
や
事
務
事
業
の
見
直
し

な
ど
10
項
目
を
重
点
課
題
に
、
そ
れ
ぞ

れ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
目
標
を
立
て
、
全

庁
を
あ
げ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
改
革
項
目

と
し
た
「
94
項
目
」
の
内
、
実
施
済
の

も
の
「
78
項
目
」、
検
討
中
・
未
検
討
・

見
直
し
の
も
の
「
16
項
目
」
と
な
っ
て

お
り
、
達
成
率
は
８
３
・
0
％
と
な
り

ま
し
た
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
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項
目
の
効
果
額
合
計
目
標
値

「
９
億
２
千
２
百
66
万
１
千
円
」に
対
す

る
実
績
が
「
９
億
１
千
６
百
22
万
９
千

平成 18 年度に策定した津和野町行財政改革大綱実施計画の進
捗状況等を庁内で総括した結果を踏まえ、事務事業の見直しや組織
機構の見直しなど 8 項目の重点課題それぞれに、具体的な取り組み
項目を 58 項目設定し、平成 23 年度から平成 27 年度までの 5 年間
を推進期間として、行財政改革に取り組んでいます。

円
」
と
な
っ
て
お
り
、
達
成
率
は

９
９・３
％
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
５
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
全
体
的
に
は
目
標
に
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
定
員

管
理
計
画
に
基
づ
く
職
員
数
の
削
減
や

公
債
費
負
担
の
抑
制
、
税
等
の
収
納
率

の
向
上
や
入
湯
税
の
導
入
な
ど
の
取
り

組
み
に
よ
り
歳
出
削
減
・
歳
入
確
保
が

図
ら
れ
た
こ
と
は
、一
定
の
成
果
と
し
て
、

行
財
政
基
盤
の
強
化
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

１
．津
和
野
町
行
財
政
改
革
大
綱

実
施
計
画
及
び
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
総
括

２．第２次津和野町行財政改革大綱実施計画

達成率 達成率

津和野町行財政改革大綱実施計画進捗状況

津和野町行財政改革大綱集中改革プラン効果額

2 Public Relations Magazine Tsuwano Town3 広報つわの

項目 実施済 検討中・未検討・見直し 計 達成率（％）
（1）合併協定項目の検証 11 0 11 100.0
（2）事務事業の見直し 10 3 13 76.9
（3）組織機構の見直し 1 0 1 100.0
（4）定員及び給与の見直し 5 1 6 83.3
（5）公共施設管理等の見直し 15 4 19 78.9
（6）第 3 セクターの見直し 1 2 3 33.3
（7）財政の健全化 23 2 25 92.0
（8）住民参加型のまちづくり 7 3 10 70.0
（9）人材の育成 4 0 4 100.0
（10）その他の取り組み 1 1 2 50.0

計 78 16 94 83.0



4 公共施設管理等の見直し 維持管理経費削減と施設の効率的な利用を図るため、施設の統廃
合や遊休土地及び遊休施設の処分検討など９項目に取り組みます。

項目（担当課）
実施年度

H23 H24 H25 H26 H27
①学校給食施設の統廃合（教育委員会） 検討 実施 ⇒ ⇒
②保育園等の統廃合の実施（福祉事務所） 実施 ⇒ ⇒
③指定管理者制度導入の検討（まちづくり政策課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
④シルク染め織り館の有効活用（地域振興課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒
⑤津和野伝統文化館の有効活用（商工観光課） 実施 ⇒
⑥観光リフトの運営（商工観光課） 実施 ⇒
⑦町営駐車場指定管理者制度の導入（商工観光課） 実施 ⇒
⑧遊休土地及び遊休施設の処分検討（総務財政課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
⑨公民館体制の見直し（教育委員会） 実施 ⇒ ⇒

項目（担当課）
実施年度

H23 H24 H25 H26 H27
①予算編成方法の見直し（総務財政課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
②公債費負担の抑制（総務財政課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
③補助金等の見直し（総務財政課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
④町民税・固定資産税・軽自動車税の収納率の向上（税務住民課）実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
⑤国民健康保険税収納率の向上（健康保険課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
⑥介護保険料収納率の向上（健康保険課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
⑦水道料収納率の向上（環境生活課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
⑧下水道料収納率の向上（環境生活課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
⑨下水道加入率の向上（環境生活課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
⑩町営住宅駐車料金（建設課） 実施 ⇒ ⇒
⑪住宅料収納率の向上（建設課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
⑫保育料収納率の向上（福祉事務所） 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
⑬放課後児童クラブ会費収納率の向上（福祉事務所） 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
⑭バス料金（地域振興課） 実施
⑮津和野庁舎裏駐車場舗装後の活用（商工観光課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒
⑯ふるさと納税の推進と活用（営業課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒

項目　（担当課）
実施年度

H23 H24 H25 H26 H27
①経営状況の分析、評価（地域振興課・農林課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
②経営改善策、経営統合の検討（地域振興課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒

5 第３セクターの見直し　経営状況の分析、評価及び経営改善策、経営統合の検討に取り組みます。

6 財政の健全化　町税、国民健康保険税等の収納率向上やふるさと納税の推進と活用など 16 項目に取り組みます。

7
項目（担当課）

実施年度
H23 H24 H25 H26 H27

①広報「つわの」の充実（営業課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
②町ホームページの充実（営業課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒
③津和野町事業概要書の充実（営業課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
④行政への意見募集（営業課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒
⑤まちづくり出前講座の実施（営業課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
⑥町政座談会の開催（営業課） 実施 ⇒ ⇒
⑦第１次津和野町総合振興計画後期実施事務事業の見直し
（営業課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒

⑧広域的な地域情報の提供（地域振興課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒
⑨協働のまちづくりに関する条例案の検討（まちづくり政策課） 検討 実施 ⇒ ⇒
⑩まちづくり委員会の設置（まちづくり政策課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒
⑪未来づくり協働会議の設置（まちづくり政策課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒
⑫まちづくり委員会との連携（まちづくり政策課・教育委員会） 実施 ⇒ ⇒ ⇒

住民参加型のまちづくり　広報紙、ホームページ等の充実やまちづくり委員会の設置など 12 項目に取り組みます。

8
項目　（担当課）

実施年度
H23 H24 H25 H26 H27

①人材育成基本方針の見直し（まちづくり政策課） 実施 ⇒ ⇒
②職員研修の充実（まちづくり政策課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
③地域人材の育成支援（まちづくり政策課） 実施 ⇒ ⇒ ⇒

人材の育成　人材育成基本方針の見直しなど３項目に取り組みます。

平成 15 年から閉館してい
る伝統文化館。イベント等
のステージとしてその都
度利用可能となっている。

平
成
22
年
度
か
ら
発
行
し
て
い
る
町
の
事

業
を
紹
介
し
た
事
業
概
要
書

昨年 12 月には「津和野町住民と行政の
協働プロジェクト推進会議」の洗川委員
長から住民と行政との協働に関する指針
が提言されています。

平
成
20
年
に
策
定
さ
れ
た
津
和
野
町
総
合
振

興
計
画
、
通
称
「
そ
う
し
ん
」

外部から講師を招き、よりよい
行政サービスの提供を目指し、
他の自治体の様子を学習した
り、自身の能力向上を図る研修
などを実施しています。

昨年は S
シ ー

EA T
トゥー

O S
サ ミ ッ ト

UMMIT
高津川の会場としても利用
されたシルク染め織り館。
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町からの
お知らせ広報つわの Vol.78

生活保護が決定になった時の援助
ケースワーカーが支援します

お子さまの医療費はタダです
子育て環境の充実へ向けて

生
活
保
護
が
決
定
す
る

と
、
ま
ず
そ
の
世
帯

の
援
助
を
す
る
担
当
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
（
以
下

CW
）
が
決

定
さ
れ
ま
す
。

CW
は
定
期
的
に
保
護
世
帯

の
訪
問
・
面
接
を
行
い
、
世

帯
の
自
立
に
向
け
て
必
要
な

助
言
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

保
護
を
受
け
て
い
る
人
は
こ

う
し
た

CW
の
指
導
に
は
従
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ

ら
に

CW
は
、
失
業
中
の
方
と

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
同
行
し
て

求
職
の
援
助
を
行
っ
た
り
、

借
金
で
困
っ
て
い
る
世
帯
に

司
法
書
士
を
紹
介
し
た
り
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
免
除
の
手

続
き
な
ど
各
種
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。

一
方
で
、
世
帯
員
全
員
に

は
給
料
の
ほ
か
に
年
金
や
電

柱
の
敷
地
料
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
収
入
の
申
告
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

CW
は
そ
う

し
た
資
料
を
基
に
世
帯
の
毎

月
の
保
護
費
を
計
算
し
て
支

給
す
る
な
ど
、
そ
の
業
務
は

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
世
帯
は
、
こ
の

よ
う
に
自
立
に
向
け
た
た
く

町
で
は
お
子
さ
ま
の
医
療
費

が
タ
ダ
に
な
る
子
ど
も
等

医
療
費
助
成
制
度
を
０
歳
～
中
学

校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
病
院
や
薬
局
で
か

か
っ
た
医
療
は
全
額
無
料
で
す

が
、
資
格
証
の
提
出
方
法
が
就
学

津和野町福祉事務所☎ 72-0673健康保険課☎ 72-0651

さ
ん
の
援
助
を
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
一
方
で
厳
し
い
面
も

あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
医
療
費
に
つ
い

て
は
全
額
生
活
保
護
で
対
応

さ
れ
ま
す
が
、
受
診
に
は
事

前
の
承
認
が
必
要
な
う
え
過

度
な
受
診
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
就
労
に
つ
い
て

も
医
師
の
判
断
で
「
問
題
が

な
い
」
と
さ
れ
る
と
、
積
極

的
な
就
労
活
動
を
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
う
で
な
い
場
合

は
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
保
護
基
準

を
超
え
た
家
賃
の
住
宅
に
居

住
し
て
い
る
場
合
は
転
居
の

指
導
が
な
さ
れ
た
り
、
資
産

の
売
却
処
分
に
つ
い
て
指
導

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
指
導
は
、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
な
い
世
帯

と
の
均
衡
を
図
る
う
え
で
必

要
と
さ
れ
て
お
り
、
正
当
な

理
由
な
く
指
導
・
指
示
に
従

わ
な
い
場
合
は
、
所
定
の
手

続
き
を
経
て
生
活
保
護
が
停

止
又
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

夫（妻）の扶養から外れた時は要注意
国民年金第３号被保険者の届出を忘れずに！

届
出
義
務

年
金
の
第
2
号
被
保
険
者

の
夫（
妻
）の
扶
養
に
な
っ
て

い
る
第
3
号
被
保
険
者
が
次

の
場
合
に
当
て
は
ま
っ
た
と

時
に
は
届
出
が
必
要
で
す
。

①
第
３
号
被
保
険
者
に
な
っ

た
と
き

②
第
３
号
被
保
険
者
で
な
く

な
っ
た
と
き

第
３
号
被
保
険
者
の
年
収

が
増
加
し
て
１
３
０
万
円
以

上
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
場

合
や
配
偶
者
で
あ
る
第
２
号

被
保
険
者
が
退
職
な
ど
に

よ
っ
て
厚
生
年
金
保
険
等
の

加
入
者
で
な
く
な
っ
た
場
合

な
ど
に
よ
り
配
偶
者
で
あ
る

第
２
号
被
保
険
者
の
扶
養
か

ら
外
れ
た
場
合
に
は
、
第
１

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
に
は
、
第
3
号

被
保
険
者
の
方
は
必
ず
役
場

で
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
種

別
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

不
整
合
記
録
へ
の
対
応

種
別
変
更
の
届
出
が
も
れ

て
い
た
た
め
、
誤
っ
た
年
金

健康保険課☎ 72-0651

記
録
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
将
来
年
金
を
請
求
す

る
際
に
保
険
料
未
納
と
な
っ

て
年
金
額
が
減
額
と
な
っ
た

り
、
年
金
受
給
資
格
期
間
が

な
く
な
り
無
年
金
者
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機

構
で
は
、
不
整
合
期
間
を
有

す
る
人
を
対
象
に
、
こ
の
期

間
を
本
来
の
第
1
号
被
保
険

者
期
間
へ
変
更
し
、
変
更
後

の
年
金
記
録
を
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

変
更
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
必
要
と
な
っ
た
期
間

（
過
去
２
年
以
内
）
に
つ
い

て
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
最

寄
り
の
金
融
機
関
な
ど
で
保

険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
金
記
録
の
誤
り

が
見
つ
か
り
、
過
去
２
年
よ

り
前
に
遡
っ
て
第
３
号
被
保

険
者
に
該
当
し
て
い
た
場
合

に
つ
い
て
は
、「
第
３
号
被

保
険
者
該
当
届
（
年
金
確
保

支
援
法
用
）」
の
届
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

前
と
小
学
生
以
上
で
は
異
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
町
内
・
町
外
で
は

窓
口
負
担
金
も
変
わ
り
ま
す
。

今
年
、
小
中
学
校
に
進
学
さ
れ

る
方
に
は
3
月
末
に
新
し
い
資
格

証
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。
ご
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
健
康
保

険
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■就学前（0～6歳）の使用方法【県制度併用となります】

県内での使用
町内

資格証の提出をしてください。保険適用分の支払いがない医療機関もあ
ります。

町外
資格証の提出をしてください。県制度と併用ですので、1割部分の支払い
となります。支払い後、役場で助成申請をしてください。

県外での使用
資格証の提出は必要ありません。保険証での負担割合で支払い後、役場で助成
申請をしてください。（島根県独自の制度のため）

【医療費支払い分の役場への請求方法（償還払い）】医療機関で支払った医療費は、領収書・保険証・
資格証・印鑑を添えて健康保険課へご提出ください。確認後口座振込みにてお支払いいたします。

■小学生・中学生の使用方法

県内での使用
町内

資格証の提出をしてください。保険適用分の支払いがない医療機関もあり
ます。

町外
資格証の提出は必要ありません。保険証での負担割合で支払い後、役場
で助成申請をしてください。

県外での使用
資格証の提出は必要ありません。保険証での負担割合で支払い後、役場で助成
申請をしてください。

【医療費支払い分の役場への請求方法（償還払い）】医療機関で支払った医療費は、領収書・保険証・
資格証・印鑑を添えて健康保険課へご提出ください。確認後口座振込みにてお支払いいたします。

※診療から２年を過ぎたものは払い戻すことができませんのでご了承下さい。
※医療費の助成について公的医療保険適用外の費用は対象外となり、助成範囲は自己負担分のみ

となります。

『広報つわの』が特選になりました
全国広報コンクールへ出品されます

島
根
県
が
主
催
す
る
平

成
23
年
度
島
根
県
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

町
が
発
行
す
る
「
広
報
つ
わ

の
9
月
号
」
が
町
村
の
部
で

特
選
と
な
り
ま
し
た
。

審
査
会
で
は
、
以
下
の
点

が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

1.
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
目

を
向
け
た
特
集
が
、
町
全

体
で
見
守
り
育
て
て
い
く

姿
勢
と
し
て
伝
わ
っ
て
く

る
2.
レ
イ
ア
ウ
ト
、
記
事
が
見

や
す
く
、セ
ン
ス
が
よ
い
。

硬
派
な
企
画
も
見
て
み
た

い
3.
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
感
じ

営業課☎ 74-0092

る
。
表
紙
か
ら
続
く
高
校

の
リ
ポ
ー
ト
、
高
津
川
の

話
題
と
、
い
ず
れ
も
写
真

の
持
つ
表
現
力
の
強
さ
を

念
頭
に
置
い
て
構
成
さ
れ

て
お
り
、
独
自
性
が
感
じ

ら
れ
る

4.
光
と
影
を
う
ま
く
使
っ
た

写
真
が
多
い
。
こ
れ
は
、

写
真
の
基
本
に
合
っ
た
写

し
方
で
、
立
体
感
の
あ
る

写
真
と
な
っ
て
い
る
。

特
選
と
な
っ
た
こ
の
広
報

紙
は
社
団
法
人
日
本
広
報
協

会
が
主
催
す
る
全
国
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
へ
出
品
さ
れ
ま

す
。

広報紙のバックナンバーについては営業課までお問
合せください。町 HP 上でも閲覧可能です。
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町からの
お知らせ

津和野町農業委員会☎ 72-0653▼

農
作
業
受
託
料
金
は
、

農
作
業
の
一
部
を
他

の
方
に
作
業
し
て
い
た
だ
い

た
と
き
の
基
準
と
な
る
額

で
、
料
金
の
額
を
当
事
者
間

で
決
め
る
際
の
目
安
と
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

こ
の
料
金
は
、
あ
く
ま
で

作
業
の
目
安
と
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
決
し
て
こ
の
金
額

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
則

農
地
の
売
買
・
贈
与
・
貸

借
等
に
は
農
地
法
第
3
条
に

基
づ
く
農
業
委
員
会
の
許
可

が
必
要
で
す
。

そ
の
際
、
許
可
要
件
の
一

つ
に
所
有
農
地
の
下
限
面
積

（
別
段
の
面
積
）
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

下
限
面
積
要
件
と
は
経
営

面
積
が
あ
ま
り
に
小
さ
い
と

生
産
性
が
低
く
、
農
業
経
営

「農作業受託料金」と「別段の面積」について
農業委員会からのお知らせ

と
し
て
、
作
業
を
お
願
い
す

る
方
と
作
業
を
引
き
受
け
る

方
で
話
し
合
っ
て
決
定
し
て

下
さ
い
。

津
和
野
町
農
作
業（
標
準
作
業
）受
託
料
金
に
つ
い
て

農
地
の
別
段
の
面
積
の
設
定
に
つ
い
て

が
効
率
的
か
つ
安
定
的
に
継

続
し
て
行
わ
れ
な
い
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
許

可
後
に
経
営
す
る
農
地
面
積

が
一
定
（
50
ａ
）
以
上
に
な

ら
な
い
と
許
可
は
で
き
な
い

と
す
る
も
の
で
、
町
内
の
別

段
の
面
積
は
別
表
の
よ
う
に

定
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■地区別の別段の面積量

地区 設定区域
別 段 の 面

積

津和野地区
鷲原、中座、町田、森村、
後田の区域

10 アール

小川地区
寺田、耕田、直地、商人上、
笹山の区域

30 アール

畑迫地区
邑輝、部栄、内美、田ニ穂、
高峯、名賀の区域

30 アール

木部地区
豊稼、中山、長福、中川、
山下、中曽野、吹野の区域

30 アール

日原地区

左鐙、瀧谷、相撲ヶ原、須
川、瀧元、枕瀬、河村、池村、
商人下、渓村、柳村、冨田、
添谷の区域

20 アール

日原、青原の区域 10 アール

こ
の
た
び
、
津
和
野
町
教
育

委
員
会
教
育
長
に
就
任
し
ま
し

た
本
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
秋
田
県
の
小
坂
町
で
生

ま
れ
、
小
学
校
以
降
は
秋
田
市

内
で
過
ご
し
ま
し
た
。

小
坂
町
に
は
「
康
楽
館
」（
国

の
重
要
文
化
財
）
と
い
う
廻
り
舞

台
の
あ
る
芝
居
小
屋
が
ご
ざ
い
ま

す
。
記
憶
に
あ
る
文
化
財
と
い
え

ば
そ
れ
ぐ
ら
い
し
か
思
い
出
せ
な

い
の
で
す
が
、
こ
こ
津
和
野
に
ま

い
り
ま
し
て
、
数
多
く
の
文
化
財

が
現
存
し
て
い
る
こ
と
に
驚
く
と

と
も
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
文
化
の
薫
り
高
い

町
で
す
の
で
、
モ
ノ
や
ヒ
ト
を
大

切
に
し
、
そ
の
よ
さ
を
伝
え
る
こ

と
の
で
き
る
人
に
な
れ
る
よ
う
な

教
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
津
和
野
の
小
・
中
学
校
は
、

少
人
数
指
導
が
基
本
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
時
に
は
大
人
数
の
中
で
磨

き
あ
い
高
め
あ
う
教
育
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

児
童
・
生
徒
が
志
を
持
ち
、
目
標

に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、

将
来
、
社
会
に
出
て
活
躍
で
き
る
人

に
な
れ
る
よ
う
な
教
育
も
行
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
学
校
・
公
民
館
を
は

じ
め
と
す
る
教
育
機
関
の
方
々
と
十

分
に
連
携
し
、
町
の
皆
様
と
一
緒
に
、

津
和
野
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
の

充
実
を
図
っ
て
い
け
る
よ
う
全
力
で

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
月
13
日
か
ら
19
日
、
津
和
野

高
校
生
5
人
と
長
嶺
副
町
長
を
団

長
と
し
た
関
係
者
3
名
の
総
勢
8

名
の
一
団
が
ベ
ル
リ
ン
に
あ
る
フ
ン
ボ

ル
ト
大
学
で
行
な
わ
れ
た
森
鷗
外
生

誕
１
５
０
周
年
記
念
・
学
術
式
典
に

日
本
を
代
表
し
て
参
加
し
て
き
ま
し

た
。式

典
で
は
、
津
高
生
に
よ
る
式
辞

の
披
露
や
大
学
教
授
ら
に
お
る
講
演

な
ど
が
行
な
わ
れ
日
本
か
ら
の
訪
問

団
は
大
き
な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

3
月
16
日
に
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で

訪
独
の
報
告
会
が
開
催
さ
れ
、
次
号

の
広
報
紙
面
上
で
訪
独
の
様
子
を
よ

り
詳
し
く
お
伝
え
す
る
予
定
で
す
。

就任のご挨拶
津和野町教育委員会教育長･本

ほんだ

田･史
ふみこ

子

【本田史子】秋田県出身。
秋田大学教育学部卒業
後、秋田大学に就 職。
平成 7 年度に文部省 (
当時)入省。職業教育課、
幼児教育課、教育課程
課等で、幼稚園から高
校までの教育課程関係
の業務に携わっていた。

「趣味はお箏で、十数年
ぶりにお稽古を再開した
いと思っています。津和
野の第一印象は『穏や
かできれいな町』です。」

津
高
生
、訪
独

フ
ン
ボ
ル
ト
大
で
鷗
外
記
念
式
典
に
出
席

式
辞
を
述
べ
る
高
校
生町が姉妹都市提携を結んで

いるベルリン市ミッテ区の
ハンケ区長の訪問も行なっ
た（上）区長と鷗外につい
て話す長嶺副町長（下）

こちら津和野高校支援係
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区分 単位 料金
育苗（薬剤処理配達なし） １箱 700 円
深耕 10a 6,700 円
耕起（荒起こし） 10a 7,500 円
代掻き（荒かき）1回実施 10a 8,000 円
代掻き 2 回実施 10a 11,500 円
耕起＋荒かき＋代掻き 10a 17,000 円
田植え 10a 7,000 円
コンバイン⇒乾燥調整 10a 30,000 円

刈取り
コンバイン

（籾運賃は別） 10a
18,000 円

バインダー 8,800 円
脱穀 ハーベスタ 10a 11,500 円
生・乾燥～調整 30㎏ 850 円
籾摺り 30㎏ 350 円
防除（農薬代は別） 10ａ 2,500 円
オペレーター賃金 1時間 1,300 円
一般作業賃金

（但し、作業内容に応じて割増
加算する場合があります）

1時間 800 円



石綿（アスベスト）健康被害者のご遺族の皆さまへ

改正育児・介護休業法が全面施行となります

求職者支援制度とは

業務改善助成金

改正石綿救済法が、平成２３年８月３０日に施行され
ました。

「特別遺族給付金」の請求期限が、平成 34 年３月 27日まで
延長され、また、支給対象が、平成 28 年３月 26日までに亡
くなった労働者のご遺族の方へと拡大されました。
※詳しくは島根労働局（労災補償課☎ 0852-31-1159）ま

たは益田労働基準監督署（☎ 0856-22-2351）までにご
相談ください。

平成 24 年７月１日から男女ともに、仕事と家庭の両
立ができる働き方を目指します。
従業員数が 100人以下の事業主にも、①短時間勤務制度、②
所定外労働の制限制度、③介護休暇制度が適用され、就業
規則や育児・介護休業規程の改正が必要となります。
※詳しくは島根労働局（雇用均等室☎ 0852-31-1161）ま

でにご相談ください。

雇用保険を受給できない方が、職業訓練に
よるスキルアップを通じて早期再就職を実現
するために、国が支援する制度です。
再就職に必要なスキルを身に付けるための職
業訓練を無料で受講でき、収入、資産等の
一定の要件を満たす方には、「職業訓練受講
給付金」を支給します。
※詳しくはハローワーク益田（☎ 0856-22-

8609）までご相談ください

業務改善助成金は、事業場内で最も低い時
間給を、計画的に８００円以上に引き上げる中
小企業に対して、就業規則の作成、労働能
率の増進に資する設備等（例：パソコンの購入）
の導入、研修等の実施にかかる経費の１/２（上
限１００万円）を助成する制度です。
※詳しくは島根労働局賃金室（☎ 0852-31-

1158）までご相談ください

全国健康保険協会（協会けんぽ）島根支部からのお知らせ
平成 24 年 3 月（4 月納付分）から協会けんぽの保険料率が変わります。

（任意継続保険者の方は４月分から）

4 月19 日（木）
注射会場 時間

上横道広場 9:30~9:35
JA いわみ左鐙支所前 9:50~10:00
新畑（山根實美様宅前） 10:05~10:10
畳公民館 10:20~10:25
下左鐙（水津克己様宅前） 10:35~10:40
日浦西（藤井定一様宅前） 11:00~11:05
相撲ヶ原集会所 11:10~11:15
須川公民館 11:20~11:25
須川元郷クラブ 11:30~11:35
日浦入口 11:40~11:45
扇町駐車場 13:00~13:10
旧日原中学校むつみ寮 13:15~13:25
野地（新田好正様宅前） 13:35~13:40
添谷公民館 13:45~13:50
東青原駅前 13:50~13:55
青原公民館 14:00~14:05
下小瀬（永嶺哲夫様宅前） 14:10~14:15
二俣集会所 14:20~14:25
鹿谷（宮内昭弌様宅前） 14:25~14:30
鹿谷（豊田吾郎様宅前） 14:35~14:40
柳会館 14:50~15:00
宿谷公民館 15:05~15:10
宿谷チビッコ広場 15:15~15:20
程彼（村上哲雄様宅前） 15:25~15:35
商人（分谷橋） 15:35~15:40
商人下（生活改善センター） 15:40~15:45
商人上（田村信喜様宅前） 15:50~15:55

4 月27 日（金）
注射会場 時間

津和野自工横 9:05~9:20
徳次自治会館 9:30~9:40
白井上停留所 9:45~9:55
上高野集会所 10:10~10:15
吉ヶ原バス停 10:20~10:25
豊稼会館 10:30~10:35
旧JA長野地域経済センター 10:45~11:00
三歩市クラブ 11:05~11:15
奥ヶ野集会所 11:20~11:30
木部公民館 11:40~12:00
JA山下地域経済センター 13:05~13:10
中組停留所 13:10~13:20
吹野集会所 13:25~13:40
西谷出会停留所 13:50~13:55
畑迫公民館 14:00~14:10
中原停留所 14:15~14:20
鷲原 JA 倉庫前 14:25~14:40
役場裏（環境生活課前） 14:50~15:15

4 月26 日（木）
注射会場 時間

青原駅前 9:10~9:15
曽庭公民館 9:20~9:25
堤田公民館 9:30~9:40
脇本公民館 9:45~9:50
野口公民館 9:55~10:00
枕瀬（駐在所横） 10:05~10:15
木の口広場 10:20~10:30
小直（円教寺前） 10:35~10:40
滝元下（河良邦博様宅前） 10:45~10:50
滝元上（日本生命前） 10:50~11:00
直地児童館 11:05~11:15
和田集会所 11:20~11:25
塩ヶ原バス停 11:30~11:35
下千原集会所 11:40~11:45
上千原集会所 11:50~11:55
岩瀬戸クラブ 11:55~12:00
小川公民館 13:05~13:15
駅前駐車場 13:20~13:40
元笹山小学校 13:55~14:00
中座会館 14:10~14:25
創価学会津和野会館横 14:30~14:40
津和野町営森駐車場 14:45~15:05

必要な料金（１頭あたり）
《飼犬を登録する時》

3,000 円（飼犬登録料）
《予防接種を受ける時》

2,950 円
（予防注射料金 2,400 円）

（注射済票交付手数料 550 円）

犬の放し飼いをしないこと
・県の条例により、犬を放し飼いにすることは禁じられています。県内で人

が犬にかまれた事故のほとんどは飼い犬によるものです。事故を避ける
ためにも、自分の所有地、屋内など人に迷惑を及ぼすことのない場所以
外では、放し飼いは絶対にやめましょう。

・運動前には、犬の突発的な行動に対応できるよう、引き綱の点検・調節をし、
運動させるときは、犬を制御できる人が引き綱をつけ、運動場所、時刻
などに気を付けてください。もちろん、糞の持ち帰りも忘れないでください。

飼
犬
は
生
涯
1
回
の
登
録
と
毎
年
1
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
集
合
注
射
を
4
月
19
、
26
、
27
日
に
行
い
ま
す
。

犬の登録と狂犬病予防注射の実施について

【問合せ】環境生活課　☎ 72-0309

時間については、注射件数によっては多少ずれることがありますので、ご了承ください。

健康保険料率
（島根支部）

介護保険料率
（全国一律）

9.51％

1.51％

10.00％

1.55％

現下の厳しい家計の状況、また景気の先行きも不透明な中ではありますが、加入者の皆様の健康な生活を支え、
安心して医療サービスを受けていただくため、このようなご負担につきまして、何とぞご理解いただきますようお
願い申し上げます。

●健康保険料率は、地域の医療費の応じて都道府県ごとに設定されています（全国平均 10.00%）

●４０歳から６４歳までの方（介護保険第２号被保険者）は、健康保険料率に介護保険料が加わります

【お問合せ先】
全国健康保険協会島根支部 企画総務グループ ☎ 0852-59-5140

島根労働局からのお知らせ
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平成24年3月分～



Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
営業課　情報戦略係☎74-0092
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2 月８日、町民センターで平成 23 年度津和野町
学びの協働ネットワーク協議が町教育委員会の主催
で開催され、関係者らおよそ 30 名が出席しました。

会場では、「学びの協働の広がり、そして明日は
･･･」というテーマで各学校が地域と一緒に学び、
取組んだ活動について報告。その後ふるさと（地域）
を大きな家族にするという活動目標に思いをあたら
にしていました。

ふるさとは大きな家族
学びの協働ネットワーク 

３月１日から７日に春の全国火災予防運動が実施
されました。１日には、津和野分遣所によるキャン
ペーンが津和野小学校で行なわれ、１～ 4 年生が
救急車や消防車の見学をしました。

また、ハシゴ車に乗って地上 30 ｍの高さまで上
がる体験もありました。大人でも思わす足がすくむ
高さですが、子どもたちは、元気な顔をして友達に
手を振っていました。

防火への心がけを忘れないで
消したはず 決め付けないで もう一度

2 月 25 日、日原ロードレース大会が津和野町体
育協会・町教育委員会・日原中央公民館の主催によ
り開催されました。

時折雨粒が落ちる冷たい空気の中、集まった 134
名の選手たちは、沿道からの応援に後押しされ、元
気よく走る姿を見せてくれました。この日の大会結
果は町ホームページ上でご覧いただけいます。

みんなの応援が元気の源
第 36 回日原ロードレース大会
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▼日原図書館の新刊図書
▽「酒田さ行ぐさげ」 宇江佐真理 実業之日本社
▽「まいまいつぶろ」 高峰秀子 ………… 新潮社
▽「水滸伝」１～ 19 巻  …………………… 集英社
▽「気軽に編みたい旬ニット」 …………… ブティック社
▽「『平穏死』のすすめ」 石飛幸三 ………… 講談社

※字が大きくて読みやすい大活字本シリーズ
入りました 

「佐渡流人行 上・下」等小説 24 冊ほか
▼津和野図書館の新刊図書 
４月 28日は休館です。

▽『共喰い』 田中慎弥 ･･･････････集英社

▽『朝の霧』 山本一力 ･････････文芸春秋

▽『東雲の途』 あさのあつこ ･･･････光文社

▽『腸ストレスを取り去る習慣』 松生恒生 ･青春出版社

▽『こわーいおつかい』 内田麟太郎 ･･･青あかね書房

Books図書館だより

―障害者総合福祉法の骨格に関する提言　その 3―
前回は、障害者総合福祉法がめざすべき６つの目標のうち

①障がいのない市民との平等と公平②谷間や空白の解消③
格差の是正の 3 つをお伝えしました。今回は、残り３つをお
伝えします。

【④放置できない社会問題の解決】
社会的入院、長期施設入所、家族に依存している介助の状
況を解決するために、地域での支援体制の充実と効果的な
地域移行プログラムを実施します。

【⑤本人のニーズにあった支援サービス】
障がいの種類や程度、年齢、性別等によって、個々のニー
ズは一様ではありません。本人の希望や意思が表明でき、
尊重される仕組みが必要です。

【⑥安定した予算の確保】
制度を実質化させていくためには財政面の裏打ちが絶対条
件です。

Sign･language手話コミュニケーション

左の掌に右の人
差指と中指を打
ち据えます。

決める（決定）には、こ
のような表現もあります。

今月の手話『決める ･ 決定・決定する』

Guideご案内

◎調理師受験準備講習会の開催
今年9月に調理師試験が予定されています。試験に向け
た講習会を開催しますので、受講を希望される方はお申
込ください。
日時 ･ 場所：5月21･29日、6月14･25日、7月12･24日、

8月2･10･22･30日
講習科目：公衆衛生学・衛生法規・食品衛生学・食文化

概論・調理理論・食品学・栄養学
締切：5月18日（金）
問：（社）島根県食品衛生協会益田支部

☎ 0856-22-0406

◎点訳・朗読奉仕員養成講習会について
点訳や朗読の技術を身につけ、視覚障害者の方々が利用
する点字・録音図書を作ります。テキスト代は有料となり
ます。
対象者：受講を希望される 65 歳未満の方で、継続して

講習を受けられる方。
日時：【点訳奉仕員】4 月11日～平成 25 年２月 20日

【朗読奉仕員】４月11日～平成 25 年 1 月16日
場所：益田市民学習センター
締切：４月７日（土）当日会場でも受け付けます。
申込 ･問：島根県西部視聴覚障害者情報センター

☎ 0855-24-9334

◎介護人材緊急雇用事業（前期）参加者募集
介護分野で働きたいと考えている方を対象に、島根県社
会福祉協議会で臨時的に雇用しながら資格取得を支援
し、お試し勤務をして介護分野での就職をお手伝いしま
す。
対象：浜田市内でのヘルパー研修受講及び県内の介護保

険施設でお試し勤務が可能が方。受講は無料です。
定員：10 名
募集期間：３月１日～４月11日
研修開始：平成 24 年 5 月 21日～
お試し勤務：平成 24 年７月から最長３ヶ月
申込・問：島根県社会福祉協議会 石見支所

☎ 0855-24-9340

◎しまね分かちあいの会・虹について
日時：４月 28日（土）14:00 ～ 17:00
場所：益田市保健センター
大切な人を自死（自殺）で突然失うことは、想像を絶する
つらい体験です。どうか一人で悩まないでください。誰に
も話せないそのつらさを語り合い、分かち合ってください。
遺族同士話すことで、少しでも気持ちが楽になります。
連絡先：しまね分かちあいの会・虹（事務局：桑原）

090－4692－5960（24 時間対応） 

◆津和野共存病院（☎72-0660）
・月曜日 / 循環器内科（午前 / 第２・４月曜日）

整形外科（午後）

小児科予防接種・乳児検診（午後 / 予約制）

・火曜日 / 外科（午前）

・水曜日 / 小児科予防接種・乳児健診（午後 / 予約制）

・木曜日 / 外科（午前）耳鼻咽喉科隔週（午前と午後、午

後のみ）

・金曜日 / 整形外科（午前 / 午後）

※内科 : 月～金曜日（午前）、木曜日（午後２時から開始）

（日本神経学会専門医）初診の場合要予約

※小児科 : 予防接種・乳児検診は 13 時より開始です。

※耳鼻咽喉科 :4 月より変更します。4/5、4/19 は午前 10 時

開始～午後診療あり。4/12、4/26 は午後のみ（2 時 15

分より開始）

※整形外科：月曜日の診療は午後 1 時より開始です。

◆日原診療所（☎74-0121）
・月曜日 / 内科（午前 / 午後）
・火曜日 / 内科（午前 / 午後）
　外科（第 1・3・5 火曜日、8 時半～9 時半）
　※受付は 9 時まで

・水曜日 / 内科（午前）消化器内科検査のみ（午前）
・木曜日 / 内科（午前）
・金曜日 / 内科（午前 / 午後）
・土曜日 / 内科（午前）　※第１･３･５
　　　　　泌尿器科（午前）第１･３･５
※泌尿器科の予約は 74－0121まで
※水曜日・土曜日は、午前のみです。
※診療日程は、変更する場合があります。

◆和﨑医院（☎72-0025）
・水曜日/肝臓病専門外来（日本肝臓学会専門医）/予約制

※当院では苦痛の少ない鼻からの胃カメラを行っています。

※循環器専門外来を行っています。

※リウマチ・膠原病専門外来を行っています。

※土曜日の午後は診療しています。

（14 時から17 時まで、ただし受付は 16 時 30 分まで）

◆つわぶき医院（☎72-3500）
・火曜日 / ペインクリニック15:00 ～ 18:00

・木曜日 / ペインクリニック9:00 ～ 12:30

※帯状疱疹後の疼痛や慢性の痛みでお悩みの方はご相談く

ださい。

※通常の診療も行います。

◎明るい生活相談所
４月６日 （金） 山村開発センター ……… 9:30 ～ 14:30
４月 20日 （金） 山村開発センター ……… 9:30 ～ 14:30
問 : 津和野町社会福祉協議会☎ 74-1617

◎心配ごと相談
4 月3日 （火） 津和野町福祉センター … 11:00 ～ 15:00
４月12日 （木） 小川公民館 ……………… 9:00 ～ 11:00
４月13日 （金） 津和野町福祉センター …10:00 ～ 12:00
4 月 27日 （金） 津和野町福祉センター …10:00 ～ 12:00
問 : 津和野町社会福祉協議会☎ 72-1494

◎無料行政相談
4 月13日 （金） 津和野町福祉センター …10:00 ～ 12:00
4 月 20日 （金） 山村開発センター ……… 9:30 ～ 14:30
4 月 27日 （金） 津和野町福祉センター …10:00 ～ 12:00
問 : 総務財政課☎ 74-0028

◎無料人権相談
4 月６日 （金） 山村開発センター ……… 9:30 ～ 14:30
4 月10日 （火） 町民センター …………… 9:00 ～ 12:00
問 : 税務住民課☎ 74-0059

◎手話生活相談
4 月11日 （水） 役場本庁舎 …………… 13:30 ～ 16:00
4 月 25日 （水） 役場本庁舎 …………… 13:30 ～ 16:00
問 : 津和野町福祉事務所☎ 72-0673

◎無料法律相談（要予約）
4 月 20 日 （金） 保健福祉センターやまびこ … 13:00 ～16:00
問・予 : 津和野町社会福祉協議会☎ 72-1494

◎健康相談
４月２日 （月） 山村開発センター ……… 13:30 ～ 15:30
４月16日 （月） 町民センター …………… 13:30 ～ 15:30
問 : 健康保険課☎ 72-0657

◎生活支援（精神障がい）相談（要予約）
毎日の生活の悩みをお気軽にお話しください。相談日程に
ついては、相談したい方と話し合って決定します。
まずは、お気軽にお問合せください。
問・予約 : 津和野町福祉事務所☎ 72-0673

◎育児相談 ※各会場の子育て支援センターで行います
乳幼児の育児に関する相談、計測などを行います
４月5日 （木） 日原保育園 ……………… 10:30 ～ 11:30
４月17日 （火） 直地児童館 ……………… 10:30 ～ 11:30
問：健康保険課☎ 72-0657

◎年金相談
４月 27日 （月） 山村開発センター ………10:00 ～ 15:00
問 : 健康保険課☎ 72-0651

◎断酒会（アルコールに関する相談）
４月１１日 （水） 町民センター ……………19:00 ～ 21:00
４月18日 （水） 山村開発センター ………19:00 ～ 21:00
問：断酒会鹿足支部（中田至）☎ 090-9061-8012

医療 Medical Consultation相談

＊『新・手話教室 入門』より転載
＊発行：財団法人全日本ろうあ連盟発行
☎ 03-3268-8847
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